
 
 

衛星放送の将来像に関する研究会 幹事会（第３回会合）について 
 

 

１ 開催日時・場所・出席者 

（１）日時：平成１８年３月９日（木）１０：００～１２：００ 

 

（２）場所：総務省１１０１会議室（１１階） 

 

（３）出席者（敬称略） 

［主査］ 音 好宏（上智大学 文学部助教授） 

河上弘巳（ソニー㈱ ＴＶ＆Ｖ渉外室室長） 

関 祥行（フジテレビジョン㈱ 役員待遇技師長） 

       竹中一夫（日本放送協会 総合企画室［デジタル放送推進］局長） 

       仁藤雅夫（㈱スカイパーフェクト・コミュニケーションズ 常務取締役） 

（４）説明者（敬称略） 

       高柳宣治（（社）電子情報技術産業協会デジタル家電部会テレビネットワーク事業委員会デジタル放送専門委員会主査） 

 

 

２ 概要 

（１）受信機制約条件の詳細調査結果について 

・資料６－２－２により（社）電子情報技術産業協会から説明を受けた。 

・以上については、衛星放送の将来像に関する研究会第６回会合においても、説明す

ることとなった。 

 

（２）「衛星放送の将来像に関する論点」について 

・素案を提示し、まず構成員間で素直な意見記述を行ってはどうか。 

・衛星不具合の状況等なお確保すべき情報を把握した上で、さらに個別論点ごとに議

論を深めるべきではないか。 

 

（３）衛星放送の将来像に関する研究会の今後の取り運びについて 

・衛星の運用の現状に関して、ＢＳＡＴの調査が３月中に判明する予定である。 

・論点については広範にわたり、制度の根幹に携わるものもある。 

・以上を踏まえ、衛星放送の将来像を巡る各論点について、記述すべき事項を踏まえ

た上で、別添資料により、今後議論をさらに深め、所要の結論を得ていくようにす

べきではないか。 

 

 

資料６－２－１ 



 

衛星放送の将来像に関する研究会の今後の日程（案） 

 

 

 【変更案】 

平成１８年 
２月 

 

３月 

 
【10日（金）】第 6回会合 
  ・論点整理 

４月 

 
 
 
 
 
 

５月 

 

６月～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

別添 

【（未定）】 
・衛星放送の将来像に関する中間とりまとめに向けた審議 

【上旬目途】 
・論点に関する検討 
○ＢＳデジタル放送用周波数の利用の在り方 

【中旬目途】 
・論点に関する検討 
○衛星放送の公正かつ有効な競争のための環境整備 

【（未定）】 
・論点に関する検討 
○衛星放送におけるプラットフォームの在り方 
○視聴者保護の必要性 


